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（βHSD）、アロマターゼ（Arom）、サイクロオキシゲナーゼ2（Cox2）のmRNA発現が有意に多く、エストロゲン
受容体β（ERβ）のmRNAの発現は抑制されていた。一方DHEASを200ng/mLの濃度で添加した群では、培養液中の
アンドロステンジオンおよびテストステロンが有意に高値になり、DHEASを2000ng/mLの濃度で添加した群では、
テストステロンがさらに高値になった。DHEASを200ng/mLまたは2000ng/mLの濃度で添加された顆粒膜細胞では
AR,3βHSD、Arom、Cox2のいずれのmRNA発現もDHEASを添加しなかった細胞の群に比較して有意差がなく、培養
液中のエストロンおよびエストラジオールも有意差を示さず、男性ホルモン作用をもつアンドロステンジオン
やテストステロンの培養液中への分泌が増加したことによると推察している。 
これら見出された現象から20ng/mL程度の低濃度のDHEASによって顆粒膜細胞は3βHSD、Aromの発現を増加さ
せエストロゲンの分泌を増して、卵胞の発育と排卵の準備状態を形成しているが、排卵期になると高濃度の
DHEASはエストロゲンの分泌にブレーキをかけていると考察している。 
本研究は、排卵と黄体形成に重要な役割を担っている顆粒膜細胞が、血液中または卵胞液中のDHEASによって
影響を受けており、低濃度のDHEASに暴露されていると女性ホルモン産生経路が優位となるが、排卵期の卵胞液
中の高濃度のDHEASに暴露されると男性ホルモン産生経路が優位に傾くなど、顆粒膜細胞の機能調節に関与して
いる可能性を示す研究であり、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判断された。 
